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住
所
を
変
更
し
た
と
き
に
は
、
役

場
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

正
し
い
住
所
を
届
け
て
お
か
な
い

と
、
選
挙
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

国
民
年
金
や
児
童
手
当
な
ど
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
子
供
の
予
防
接
種
や
入
学
に
ま

で
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、「
住
民
登
録
制
度
」
は
、
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
る
大
切
な

も
の
で
す
。
つ
い
「
後
で
…
」
な
ど

と
考
え
て
い
る
と
、
お
っ
く
う
に
な

っ
た
り
忘
れ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

下
表
に
該
当
す
る
方
は
、
必
ず
期
限

内
に
役
場
窓
口
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

転
勤
や
新
入
学
な
ど
を
迎
え
引
っ

越
し
の
多
い
こ
の
時
期
、
役
場
窓
口

印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
金
銭
の
貸

し
借
り
や
登
記
な
ど
に
使
わ
れ
る
大

切
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
印
鑑

の
登
録
に
は
登
録
す
る
印
鑑
の
他
に
、

本
人
確
認
の
た
め
に
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
等
官
公
庁
で
発
行
し
た

写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

病
気
や
仕
事
な
ど
で
本
人
が
お
い

で
に
な
れ
な
い
場
合
に
は
、
本
人

（
自
筆
）
の
委
任
す
る
旨
の
書
面
（
代

理
人
選
任
届
な
ど
）、
代
理
人
の
印

は
た
い
へ
ん
混
み
合
い
ま
す
。
特
に
、

昼
休
み
や
月
曜
日
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
を
避
け
る
か
、

時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
申
請

す
る
場
合
に
は
、
印
鑑
登
録
証
（
カ

ー
ド
）
が
必
ず
必
要
で
す
。
本
人
が

登
録
印
鑑
を
持
参
さ
れ
て
も
、
カ
ー

ド
を
お
忘
れ
の
場
合
に
は
印
鑑
登
録

証
明
書
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）

を
紛
失
さ
れ
た
場
合
に
は
、
す
み
や

か
に
登
録
印
鑑
及
び
運
転
免
許
証
等

本
人
確
認
の
で
き
る
身
分
証
明
書
を

お
持
ち
の
う
え
、
役
場
窓
口
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
が
再
交
付

の
申
請
を
さ
れ
る
時
に
は
、
代
理
人

選
任
届
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

鑑
、
代
理
人
の
運
転
免
許
証
等
を
お

持
ち
に
な
る
こ
と
で
、
代
理
で
の
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
そ
の
場

で
登
録
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
照
会
文

書
を
本
人
宛
に
郵
送
し
て
、
登
録
の

申
請
に
相
違
が
な
い
こ
と
の
確
認
を

し
ま
す
の
で
、
登
録
完
了
ま
で
に
２
、

３
日
程
度
か
か
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

み
な
さ
ん
が
住
所
を
変
更
し
た
り
、

職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
な
ど

も
、
十
四
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
就
学
の
た
め
町
外
に
住
居

を
移
す
学
生
の
方
に
は
、
家
族
と
は

別
の
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
届
け
出
に
必
要
な
も
の
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

児
童
手
当
該
当
の
方
が
他
の
市
町

村
に
住
所
を
移
転
し
ま
す
と
本
町
で

の
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま
す
。
本
町

か
ら
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
か
ら
、
移
転
先
の
市
町

村
で
児
童
手
当
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
水
道
事
業
所
、
電
力
会

社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
取
引
金
融
機
関
、
郵

便
局
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
手
続
き

も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

町では、休みの日や夜間でも住民票の写しや戸
籍謄・抄本が請求できるように、役場正面玄関右
側に『休日夜間申請受付ボックス』を設置してい
ます。仕事で平日に申請できない方や婚姻届等、
お気軽にご利用ください。

①ボックスに備えつけてある申請書に必要なこと
を記入してください。
②返信用封筒にあなたの住所、氏名を書いてくだ
さい。
③返信用封筒に切手を貼り（切手がない場合には
現金）、手数料を用意してください。
④申請書・返信用封筒・手数料を添え、備え付け
の専用封筒に入れ、封をしてボックスに入れてく
ださい。

休日の翌日に処理を行い、申請者に郵送します。
また、窓口でも交付します。
�
役場町民課（��２１１１）

共働きなので、
平日の昼間に役場
へ行くことが困難
です。それで「休
日夜間申請受付ボ
ックス」を利用し
ていますが、最初
に利用したときに
は「ちゃんと受け
付けてくれるかな
あ」とか「手数料が間違っていたらどうしよう」
など、正直なところ少々不安がありました。しか
し、申請したものはきちんと郵送で送られてくる
し、日数もそれほどかからないので私たち共働き
にとっては大変便利で、ありがたいものです。こ
れからも利用したいと思います。



農
林
漁
業
、
自
営
業
の
方

と
そ
の
家
族
、
学
生
な
ど
。

役
場
健
康
福
祉
課
で

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

毎
月
１
万
３
千
３
０
０
円

の
保
険
料
を
、
役
場
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
納
付
書
な
ど
に
よ
り
役
場
ま
た

は
指
定
す
る
金
融
機
関
へ
納
め
ま
す
。

（
口
座
振
替
が
便
利
で
す
）

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
。（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

勤
務
先
の
人
事
担
当

な
ど
が
手
続
き
し
ま
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
。

役
場
健
康
福
祉
課
で

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

負
担
は
不
要
で
す
。（
免
除

と
は
異
な
り
ま
す
。）
第
３
号
被
保
険

者
は
、
届
け
出
を
す
れ
ば
将
来
年
金

を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

届
け
出
を
お
こ
た
っ
た
り
、
遅
れ
た

り
し
ま
す
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
役
場
健
康
福

祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
生
に
は
、
次
の
と
お
り

「
学
生
納
付
特
例
制
度
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ

れ
た
期
間
の
合
計
が
25
年
以
上
あ
る

方
で
、
65
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
保
険
料
を
す
べ
て
納
め
る

と
、
年
額
80
万
４
千
２
０
０
円
（
平

成
12
年
度
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
保
険
料
の
未
納
や
免
除
、
カ
ラ

期
間
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期

間
に
よ
り
減
額
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基

礎
年
金
の
算
出
式
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か

ら
受
け
る
の
が
基
本
で
す
が
、
左
の

グ
ラ
フ
の
と
お
り
支
給
開
始
の
年
齢

を
、
60
歳
ま
で
繰
り
上
げ
て
受
け
る

こ
と
や
、
70
歳
ま
で
繰
り
下
げ
て
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

支
給
開
始
の
年
齢
に
よ
り
支
給
率
が

増
減
さ
れ
、
生
涯
続
い
て
い
き
ま
す

の
で
、
請
求
す
る
際
に
は
よ
く
考
え

て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
昭

和
16
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
は
、
支
給
率
が
変
わ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
障
害
者
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年

金
額
は
、
一
級
障
害
で
１
０
０
万
５
、

３
０
０
円
（
平
成
12
年
度
・
年
額
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

生
計
を
維
持
す
る
方
に
先
立
た

れ
、18
歳
未
満
の
子
供
を
持
つ
妻
や
、

子
供
が
残
さ
れ
た
時
に
は
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
子
供
が
一
人
の
場
合
、
妻
が
受

給
す
る
年
金
額
は
１
０
３
万
５
、６
０

０
円(
平
成
12
年
度
・
年
額)

に
な
り

定
額
の
保
険
料
に
月
額
の
４
０
０

円
の
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る

と
、
一
カ
月
あ
た
り
納
め
た
月
数
分
に

２
０
０
円
を
か
け
た
額
が
老
齢
基
礎

年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の
あ

る
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た

場
合
、
妻
が
60
歳
か
ら
65
歳
の
間
、

夫
の
年
金
額
の
４
分
の
３
の
年
金
を

受
給
で
き
ま
す
。

３
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
方
が

年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、

納
め
た
年
数
に
応
じ
て
一
時
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
な
ど

人
生
の
節
目
で
は
、
加
入
す
る
年
金

が
変
わ
っ
た
り
、
保
険
料
を
自
ら
が
納

め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、
年
金
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
せ
ず

に
放
っ
て
お
く
と
、
年
金
の
受
給
に
大

き
な
影
響
が
で
て
き
ま
す
。
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

役
場
健
康
福
祉
課

（
�
�
２
１
１
１
・
内
線
26
）

毎
月
、
給
料
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す
。

長
い
人
生
の
間
に
は
、
病
気
や
ケ

ガ
、
失
業
等
の
理
由
で
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納

付
が
困
難
な
時
に
は
、
申
請
に
よ
り

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
な
い
た

め
保
険
料
を
自
分
で
納
め
る
こ
と
が

困
難
で
す
。
そ
の
た
め
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
不
要
と
な
る
の
が

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
で
す
。（
た

だ
し
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と

き
は
、
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
）

こ
の
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た

め
の
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
10
年
以
内
に
追
納
し
て
く
だ

さ
い
。
追
納
に
よ
り
年
金
額
は
通
常

に
戻
り
ま
す
。

（平成13年１月31日現在）

第１号被保険者 1,415人
任意加入被保険者 9人
第３号被保険者 489人

計 1,913人
※「任意加入被保険者」とは、自分の希望で加入
している、老齢基礎年金を受けていない60歳以上
65歳未満の方です。

経済的な理由などから、保険料を免除されましたが、そ
の期間は年金額に影響するの？
免除された期間は、年金を受けるための資格期間に合算さ
れますが、年金額は通常の三分の一（半額免除の場合は三
分の二）になります。また、免除期間の保険料は、過去10
年までさかのぼって納められ、追納すると年金額は通常に
戻ります。



生
徒
一
人
ひ
と
り
が
将
来
の
進
路

を
考
え
、
普
通
科
目
と
専
門
科
目
に

わ
た
る
幅
広
い
選
択
科
目
の
中
か
ら
、

自
分
で
科
目
を
選
ぶ
「
総
合
学
科
」。

偏
差
値
を
重
視
し
た
教
育
を
改
め
、

高
校
教
育
を
多
様
化
し
て
生
徒
の
個

性
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
的
に
は
、
平
成
６
年
度
か
ら
設

置
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
年
度
は
、

岩
手
県
の
岩
谷
堂
高
校
を
は
じ
め
と

す
る
７
校
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
増
え
続
け
、
平
成
12
年
度
に

は
１
４
５
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
広
島
県
で
は
、
伝
統
的
な
進

学
校
で
あ
る
尾
道
北
高
校
を
は
じ
め

15
校
で
総
合
学
科
を
設
置
し
、
全
国

最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、
平
成
13

年
度
に
は
新
た
に
18
校
で
総
合
学
科

を
設
置
し
、
総
合
学
科
の
総
設
置
校

数
は
１
６
３
校
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
専
門
学
科
高
校
か
ら

総
合
学
科
高
校
に
転
換
す
る
例
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
普
通

科
単
独
校
か
ら
の
転
換
が
増
え
て
い

ま
す
。
総
合
学
科
は
、
興
味
の
あ
る

科
目
を
幅
広
く
選
択
で
き
る
「
ミ
ニ

大
学
」
で
す
。
生
徒
の
人
気
も
高
く
、

全
国
的
に
増
え
続
け
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

県
内
で
は
、
平
成
８
年
度
の
光
南

高
校
と
私
立
松
栄
高
校
が
総
合
学
科

を
設
置
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
下

表
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
５
校
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
後
は
、
福
島
北
高
校

（
平
成
13
年
度
）、
内
郷
高
校
（
平
成

14
年
度
）、
若
松
女
子
高
校
（
平
成
14

年
度
）、
相
馬
女
子
高
校
（
平
成
15
年

度
）
が
総
合
学
科
を
設
置
す
る
予
定

で
す
。

総
合
学
科
に
学
ぶ
生
徒
た
ち
は
、

「
自
己
選
択
、
自
己
決
定
、
自
己
責

任
」
の
考
え
方
の
も
と
、
自
分
の
将

来
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
が
ら
、

主
体
的
に
科
目
選
択
を
行
い
、
個
性

的
、
創
造
的
に
い
き
い
き
と
し
た
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
が
総
合
学
科
の
在
校

生
や
卒
業
生
、
保
護
者
な
ど
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次

の
よ
う
な
結
果
が
で
ま
し
た
。

在
校
生
の
７
割
、
保
護
者
、
卒
業

生
の
約
８
割
が
「
満
足
」「
ほ
ぼ
満

足
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
在
校
生
と
卒
業
生
の
８
割

以
上
が
「
自
由
に
科
目
を
選
択
し
て
学

習
で
き
る
」、
６
割
以
上
が
「
自
分
の

進
路
に
つ
い
て
学
び
、
じ
っ
く
り
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
」「
進
学
に
も
就

職
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」
と
総
合

学
科
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

総
合
学
科
の
卒
業
生
の
進
路
は
、

大
学
等
へ
の
進
学
、
専
修
学
校
等
へ

の
進
学
、
就
職
が
そ
れ
ぞ
れ
約
３
割

づ
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の

道
に
進
ん
だ
卒
業
生
も
、
約
８
割
が

総
合
学
科
に
満
足
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
総
合
学
科
で
い
ろ
い
ろ

な
分
野
の
科
目
を
学
ぶ
こ
と
で
、

様
々
な
職
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
か
「
総
合
学
科
は
す
べ
て
自
分
次

第
な
の
で
、
自
分
が
し
っ
か
り
し
て

く
る
か
ら
良
か
っ
た
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

光南高校
（８年）

人文科学、自然科学、流通ビジネス、
情報、国際教養、人間科学、福祉介護、
テクノアート

地域振興、教養文化、生物自然、
産業機械、食物栄養、服飾デザイン

人文科学、自然科学、環境・建設
生活文化、国際・流通

人文科学、自然科学、産業技術、
福祉教養、情報メディア、
ビジネスサービス

生活文化、テクノロジー

安達東高校
（９年）

双葉翔陽高校
（９年）

小野高校
（10年）

松栄高校
（８年）

新地町で開催されるＩＴ講習会で講師・アシスタントとしてご協力いただけ
る方、または、講師・アシスタント派遣にご協力いただける民間の企業や団体
等を募集します。
具体的な講師・アシスタントの依頼につきましては、講習スケジュールの調

整を行いながら、それぞれご連絡を差し上げます。
詳しくは、下記の要領でお申し込み願います。

平成13年４月30日�必着

・講　師
20歳以上の成人の方を対象に、定められたテキストに基づいて、ＩＴ基礎技
能の講義を12時間で行っていただきます。１クラスの受講人数は20名を基本と
します。
・アシスタント
講師の補助を務め、受講者への操作指導・助言等を行っていただきます。

※１クラス20名を、講師１名＋アシスタント１名で担当することになります。
以下の条件をすべて満たす方

・パソコンのワープロソフト、インターネット、電子メールの基本操作を充分
に理解している方。
・人に教えた経験のある方、またはその熱意のある方。
・18歳以上の方（高校生は不可）

新地町規定の謝礼をお支払いいたします。アシスタントは講
師の半額とします。

個人の方でパソコン教室等で教えた経験の無い方は、福
島県が開催する指導者講習会を受講していただきます。
※第１回　３月18日、第２回　６月開催予定

新地町ホームページ上に用意してある申込用紙に必要事
項を記入の上、e-mailでお申し込み下さい。

�
生涯学習課・新地公民館（��2085）
企画振興課（��2111内線35）
新地町ホームページ http://www.soma.or.jp/̃shinchi
e-mail shinchi@soma.or.jp



農
業
や
農
村
の
活
性
化
に
つ
い
て
考

え
る
「
夢
を
呼
ぶ
農
業
講
演
会
」
が
２

月
23
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

町
内
の
農
家
の
方
を
中
心
に
約
90
人
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
参
加
者
た
ち
が
熱
心

に
耳
を
傾
け
る
中
、
農
林
水
産
省
農
業

総
合
研
究
所
上
席
研
究
官
の
合
田
素
行

さ
ん
が
「
近
未
来
の
農
家
・
農
業
・
農

村
の
あ
り
か
た
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い

「『
自
分
は
農
業
が
好
き
だ
』
と
い
う
考
え

方
で
、
自
ら
の
選
択
に
よ
る
楽
し
む
農
業

を
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
な
ど
に
つ
い

て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

�
駒
ヶ
嶺
保
育
所
で
は
、
節
分
の
行

事
と
し
て
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
鬼
行
列
」
を
、
保
護
者
た
ち
も
参
加

し
て
に
ぎ
や
か
に
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
作
っ
た

鬼
の
お
面
を
か
ぶ
り
な
が
ら
「
鬼
は

外
、
福
は
内
」
と
元
気
な
声
を
あ
げ

な
が
ら
部
屋
の
中
で
鬼
を
追
い
払
っ

た
あ
と
、
か
み
し
も
や
鬼
の
衣
装
を

着
た
保
護
者
ら
と
と
も
に
駒
ヶ
嶺
地

区
を
行
進
し
ま
し
た
。

沿
道
に
は
、
か
わ
い
ら
し
い
鬼
た

ち
を
一
目
見
よ
う
と
地
元
の
方
が
集

ま
り
、
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

�

�

�

町
内
の
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
に
手
作
り
の
日
用
品
を
贈

り
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
で
は
こ

の
ほ
ど
、
有
志
53
人
が
集
ま
り
、
厚
紙

と
化
粧
紙
で
色
鮮
や
か
な
「
レ
タ
ー
ス

ト
ッ
カ
ー
（
状
差
し
）」
を
作
り
、
１

３
７
人
に
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
手
作
り
の
寒
中
見
舞
い
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
女
性
部
に
よ
っ
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
も
メ
ガ

ネ
入
れ
や
写
真
立
て
、
新
聞
入
れ
、
化

粧
箱
な
ど
を
贈
り
、
お
年
寄
り
か
ら
た

い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

�

新
地
公
民
館
主
催
の
「
ス
キ
ー
＆
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
」
が
２
月
４
日
、
宮

城
県
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
37
人
が
参
加
し
、

ス
キ
ー
場
で
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
キ
ー
の
部
に
は
30
人
が
参
加
し
て
、

町
体
育
指
導
員
や
町
の
ス
キ
ー
有
資
格

者
の
て
い
ね
い
な
指
導
の
も
と
、
初
心

者
は
ボ
ー
ゲ
ン
、
中
級
者
は
パ
ラ
レ
ル

タ
ー
ン
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
に
は
中
級

者
を
中
心
に
７
人
が
参
加
し
て
、
ス
ラ

ロ
ー
ム
な
ど
で
雪
の
感
触
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

�

地
域
づ
く
り
が
テ
ー
マ
の
「
広
域
交

流
館
」
は
、
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
21
世

紀
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
を
楽
し
く
紹

介
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン
で
す
。
北
東
11
道

県
（
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

秋
田
、
山
形
、
福
島
、
茨
城
、
栃
木
、

群
馬
、
新
潟
）
の
自
然
・
文
化
・
人

の
魅
力
を
３
Ｄ
立
体
音
響
や
光
、
語

り
で
表
現
す
る
「
ほ
く
と
う
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
」
や
プ
ロ
と
県
民

の
共
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ほ
く
と
う
交

流
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
広
域
交
流
館
で
開
催
さ

れ
る
「
ほ
く
と
う
交
流
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
劇
団
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
は
、
未
来
博
の
会
期
中
に
毎
日
３

回
上
演
さ
れ
ま
す
。

平
成
13
年
４
月
１
日

現
在
18
歳
以
上
の
方
（
学
歴
、
資
格
、

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
）
で
稽
古
期
間
、

未
来
博
会
期
中
（
６
月
〜
９
月
末
）

に
一
貫
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
専
念
で
き
る

方

20
人
程
度

（
出
演
謝
金
）

・
会
期
中
出
演
１
日
あ
た
り

７，

０
０
０
円

・
稽
古
期
間
中
１
日
あ
た
り

３，

０
０
０
円

※
交
通
費
、
食
費
、
宿
泊
費
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん

３
月
26
日
�
（
当
日

到
着
分
ま
で
有
効
）

履
歴
書
と
写
真
２
枚

（
顔
写
真
と
全
身
写
真
１
枚
づ
つ
）
を

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
に
は
、

志
望
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

〒
１
０
８
―
８
５
６
５

東
京
都
港
区
芝
浦
４
―
６
―
４

㈱
乃
村
工
藝
社
Ｍ
Ｃ
カ
ン
パ
ニ
ー
内

広
域
交
流
館
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
事
務
局

（
�
０
３
―
５
４
７
６
―
５
８
２
６
）

・
書
類
審
査

応
募
書
類
に
よ
り
簡
単
な
審
査
を

行
い
ま
す
。
結
果
は
４
月
中
旬
に
通
知

し
ま
す
。

・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

書
類
審
査
の
合
格
者
を
対
象
に
、

４
月
下
旬
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す

�

県
企
画
調
整
課

（
�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
３
８
０
）
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・
旗
巻
峠
の
密
書
　
　
　
星
　
亮
一

戦
火
は
拡
大
。
仙
台
国
境
に
敵
が

迫
っ
た
そ
の
時
、
戊
辰
戦
争
を
終
結

に
導
い
た
密
書
が
存
在
し
た
。
奥
羽

越
列
藩
同
盟
を
結
ん
で
、
対
抗
す
る

諸
藩
の
苦
悩
を
描
く
俊
英
の
書
き
下

ろ
し
長
編
歴
史
時
代
小
説
。

６
日
�

福
田
保
育
所

８
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

９
日
�

福
田
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

浜
保
育
所

14
日
�

新
地
保
育
所

21
日
�

各
保
育
所

24
日
�

各
保
育
所

保
育
所
を
満
了
し
て
い
っ
た
子
ど

も
の
母
親
か
ら
、
小
学
校
、
中
学
校

卒
業
の
時
も
、
保
育
所
の
満
了
式
の

子
ど
も
の
姿
が
よ
み
が
え
り
、
涙
が

あ
ふ
れ
て
き
た
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

３
月
は
、
子
ど
も
た
ち
が
初
め
て
の

集
団
生
活
を
経
験
し
、
小
学
校
へ
旅

立
っ
て
い
く
ま
と
め
の
時
期
で
す
。

年
長
児
は
、
発
表
会
が
終
わ
る
と

満
了
記
念
製
作
や
ア
ル
バ
ム
作
り
を

始
め
ま
す
。

記
念
製
作
は
、
陶
芸
家
に
指
導
し

て
も
ら
い
、
マ
グ
カ
ッ
プ
や
ペ
ン
た
て

を
作
っ
た
り
、
親
子
で
オ
ル
ゴ
ー
ル

な
ど
を
作
り
ま
す
。

ア
ル
バ
ム
作
り
は
、
文
字
遊
び
か

ら
始
め
、
自
分
の
名
前
を
書
い
た
り
、

水
彩
や
鉛
筆
を
使
っ
て
絵
を
描
き
表

紙
を
仕
上
げ
ま
す
。
１
月
ご
ろ
か
ら

は
、
い
す
に
長
く
座
っ
て
、
製
作
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
ら
し
い

生
き
生
き
と
し
た
作
品
に
、
保
育
者

も
驚
く
ほ
ど
で
す
。

ア
ル
バ
ム
の
中
は
、
４
月
か
ら
の

保
育
所
の
様
子
を
撮
っ
た
写
真
が
貼

ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
写
真

に
合
わ
せ
て
タ
イ
ト
ル
の
カ
ッ
ト
に

色
を
染
め
ま
す
。
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど

を
使
っ
て
、
て
い
ね
い
に
塗
っ
て
い

き
ま
す
。

こ
う
し
て
子
ど
も
た
ち
と
保
育
者

が
、
一
緒
に
作
り
上
げ
る
、『
世
界
で

た
っ
た
一
つ
の
手
作
り
ア
ル
バ
ム
』

が
３
月
に
は
で
き
あ
が
り
、
満
了
式

を
迎
え
ま
す
。
明
る
い
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
た
満
了
ア
ル
バ
ム
は
、

と
て
も
喜
ば
れ
、
未
来
へ
の
宝
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。

☆
散
歩
に
出
か
け
、
畑
の
白
菜
が
ひ
も

で
結
ん
で
あ
る
の
を
見
て

保
育
士
「
白
菜
　
は
ち
ま
き
し
て
る
」

Ａ
ち
ゃ
ん
「
ほ
ん
と
だ

並
ん
で
る
」

Ｂ
ち
ゃ
ん
「
運
動
会
み
た
い
！
」

（
２
・
３
歳
児
）

☆
凍
っ
た
道
路
を
歩
き
な
が
ら

Ａ
く
ん
「
氷
は
ね
、
パ
リ
パ
リ
ポ
リ
ッ

パ
リ
パ
リ
ポ
リ
ッ
っ
て
割
れ
る
ん
だ
」

（
３
歳
児
）

21
世
紀
を
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
過

ご
す
た
め
の
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

で
あ
る
「
健
康
日
本
21
」

今
回
は
﹇
糖
尿
病
﹈
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
糖
尿
病
患
者
数
は
、

生
活
習
慣
と
社
会
環
境
の
変
化
に
伴

っ
て
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
糖
尿
病

は
発
症
す
る
と
完
全
に
治
る
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
放
っ
て
お
く
と
腎
臓

の
障
害
、
神
経
障
害
な
ど
の
合
併
症

を
起
こ
し
、
ひ
ど
く
な
る
と
失
明
し

た
り
、
透
析
治
療
が
必
要
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

将
来
的
に
も
糖
尿
病
は
増
え
続
け

る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
糖
尿
病

の
予
防
、
早
期
発
見
、
合
併
症
予
防

の
た
め
に
治
療
を
続
け
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
活

動
源
）
で
あ
る
ぶ
ど
う
糖
（
血
糖
）

を
骨
や
筋
肉
、
肝
臓
な
ど
に
取
り
込

ん
で
い
る
の
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
で
す
。
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

血
液
中
の
血
糖
が
高
い
状
態
に
な
り

ま
す
。
血
糖
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
利
用
さ
れ
に
く
く
な
る
の
で
、
疲

れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
だ
る
さ
を
感
じ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
血
液
中
に
た

ま
っ
た
ぶ
と
う
糖
は
、
水
分
と
と
も

に
尿
中
に
出
さ
れ
る
た
め
多
尿
と
な

り
、
脱
水
を
起
こ
し
て
口
が
乾
い
た

り
、
水
分
を
多
く
と
る
と
い
っ
た
症

状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

肥
満
、
食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
日
常
の
生
活
習
慣
が
深
く
関
係

し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
予
防
に
は
肥
満
を
防
ぐ

こ
と
で
す
。
ま
た
、
体
重
が
多
す
ぎ

て
も
そ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

①
偏
っ
た
食
べ
方
を
し
な
い
。
脂
身
の

少
な
い
肉
や
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
は
毎

食
１
〜
２
品
取
り
入
れ
、
繊
維
の
豊

富
な
野
菜
や
海
藻
を
と
り
合
わ
せ
る
。

②
菓
子
類
や
果
物
の
と
り
す
ぎ
に
は

気
を
つ
け
る
。

③
動
物
性
油
脂
よ
り
植
物
性
油
脂
を

使
う
。

④
１
日
３
食
、
欠
食
を
し
な
い
。

⑤
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

自
分
の
健
康
状
態
を
知
っ
て
お
く

た
め
に
も
、
町
で
行
っ
て
い
る
健
診

は
積
極
的
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
も
病

気
の
予
防
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Hello Shinchi!
February 18 was my birthday. For those of you who don’t
know, I’m 27 years old. I’m a tiger and I’m Aquarius. By the
way, my blood type is O. J
In February, I visited both Fukuda and Shinchi Elementary
school. I’ve been to Fukuda many times and I feel very at
home there. I absolutely love elementary school kids. They are
so happy and full of life. It’s really a refreshing change from
junior high school. It feels wonderful to walk into a class full
of smiling faces. When I see all the children, I can’t help but
smile too.
Another thing that’s great about elementary school is the kids
are so happy to learn something new. I enjoy their enthusiasm
and it makes my job easier.
Kids are so curious. They ask me many questions. Sometimes
their questions may seem silly or rude to an adult. But I enjoy
answering them because it means they’re interested in me and
my culture. Children is they really want to communicate. If I
don’t understand the question, they keep trying with different
words or gestures until I understand. That’s a skill I wish
adults could learn!
Children are so curious. Curiosity is a beautiful wonderful,
quality. When you are really curious about something, you will
work hard to learn about it. Elementary school students want
to talk with me so they try hard to learn what I have to say.
When you are curious about a subject, it doesn’t seem like
work.
Because I’m new to them, the children want to know more
about me and my country. I hope to encourage their natural
curiosity. I want the children to keep their minds open to new
ideas for as long as possible.
I think we can all learn something from children. For me the
lesson is clear: always be curious.

See you!

（和訳は15ページ）

�

・
魂
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
美
里

日
々
病
魔
に
冒
さ
れ
、
と
き
に
幻

覚
に
さ
い
な
ま
れ
る
東
由
多
加
と
、

そ
の
命
に
寄
り
添
う
著
者
の
約
２
カ

月
間
に
わ
た
る
壮
絶
な
癌
闘
病
「
命
」

の
続
編
。

・
姫
椿
　
　
　
　
　
　
　
浅
田
次
郎

・
海
を
奪
る

二
宮
隆
雄

・
四
季
の
漢
方
薬

・
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
レ
シ
ピ
集

・
篠
田
学
の
ダ
ン
ス
入
門

・
魔
女
の
ル
ル
ー
と
赤
い
星
の
杖
　

村
山
早
紀

華
や
か
な
祭
り
の
う
わ
さ
を
聞
い

た
魔
女
の
子
ル
ル
ー
は
、
遠
い
街
ま

で
出
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
水
晶
の
街
で
は
、
死
の
竜
の
恐

ろ
し
い
秘
密
が
ル
ル
ー
を
待
ち
受
け

て
い
て
…
。

・
ほ
っ
ぺ
ん
先
生
と
帰
ら
ず
の
池

舟
崎
克
彦

・
世
界
が
ま
だ
若
か
っ
た
こ
ろ

・
犬
と
あ
そ
ぼ
う

・
タ
テ
ゴ
ト
ア
ザ
ラ
シ
の
お
や
こ

・
屋
根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン
弾
き

・
た
の
し
い
英
語
の
う
た

・
日
本
の
特
急
２
東
北
編

・
ス
イ
ミ
ー

・
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派
出

所
ス
ペ
シ
ャ
ル

年
長
児
の
姿
を
見
て
、
下
の
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
も
、
年
齢
に
合
わ

せ
ま
と
め
の
活
動
に
入
り
ま
す
。

４
歳
児
は
、
は
さ
み
で
好
き
な
形

を
き
っ
た
り
、
の
り
で
貼
る
の
が
上

手
に
な
り
ま
す
。
サ
イ
ン
ペ
ン
や
ク
レ

パ
ス
を
使
っ
て
、
の
び
の
び
と
絵
を

描
き
、
１
年
間
の
作
品
を
ま
と
め
た

作
品
集
を
作
り
、
年
長
組
に
な
る
期

待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

３
歳
児
は
、
は
さ
み
で
丸
が
切
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
の
顔
も

描
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
友
だ
ち

と
元
気
に
遊
び
な
が
ら
、
上
の
ク
ラ

ス
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
１
・
２
歳
児
は
、
お
む
つ
が
と

れ
た
り
、
ト
イ
レ
で
排
泄
し
た
り
、

一
人
で
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
す
。
言
葉
数
も
増
え
、
友
だ

ち
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

子
育
て
の
中
で
、
保
育
所
時
代
が

一
番
子
ど
も
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て

い
る
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
と
め
の
３
月
に
子
ど
も
た
ち
の
一

人
ひ
と
り
の
育
ち
を
認
め
合
い
、
成

長
を
喜
び
合
い
ま
し
ょ
う
。



21
日
　
作
田
地
区
総
会

23
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

24
日
　
県
町
村
会
副
会
長
会
議

25
日
　
入
札
、
し
ん
ち
福
祉
会
理
事
会

26
日
　
総
務
常
任
委
員
会
、
相
馬
港

セ
ミ
ナ
ー

28
日
　
木
崎
地
区
総
会
、
真
弓
地
区

総
会

31
日
　
役
場
庁
舎
設
計
者
選
定
委
員
会

１
日
　
相
馬
方
部
衛
生
組
合
予
算
査

定
、
課
長
会
、
町
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
委
嘱
状
交
付
式

２
日
　
役
場
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委

員
会
、
議
会
全
員
協
議
会

４
日
　
菅
谷
地
区
総
会
、
高
田
地
区

総
会

５
日
　
庁
舎
設
計
打
合
わ
せ
、
ス
ポ

ー
ツ
激
励
金
交
付
式

６
日
　
相
馬
港
懇
談
会

８
日
　
相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団

理
事
会
、
相
馬
地
方
市
町
村
会

９
日
　
行
政
区
長
会

11
日
　
中
島
地
区
総
会
、
沢
口
地
区

総
会
、
明
地
地
区
総
会
、
鉄

炮
町
地
区
総
会
、
新
地
町
地

区
総
会
、
中
里
地
区
総
会

14
日
　
広
域
圏
組
合
管
理
者
会
と
議

会
の
全
員
協
議
会
、
相
双
地

方
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

15
日
　
課
長
会

19
日
　
相
馬
方
部
衛
生
組
合
議
会
定
例

会
、
役
場
庁
舎
設
計
打
合
せ

20
日
　
入
札
、
相
馬
地
方
広
域
水
道

企
業
団
議
会
定
例
会

（子供） （親） （地区）
一
かず

輝
き

橋本政宏・美奈子 今　泉
周
しゅう

治
じ

寺島和幸・真由美 小　川
真
まさ

輝
き

齋藤敬一・照美 中　里
樹
たつ

生
き

松下雅鋭・忍 城　内
歩
あゆ

夢
む

菅野哲也・聡美 菅　谷
勝
しょう

生
せい

中島勝昭・晴美 新地町
涼
りょう

竹澤　学・みゆき 釣　師
基
もと

矢
や

大内広行・由里 城　内

（死亡者） （年齢） （地区）
鈴木　幸忠 ８３歳 上ノ町
丹野　洋子 ５８歳 小　川
伊藤十治郎 ８２歳 釣　師
半谷　俊雄 ５９歳 釣　師
舛谷　トシ ８３歳 釣　師

（平成１３年１月２１日～平成１３年２月２０日届出）

・
故
中
津
川
キ
ク
ヨ
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
中
津
川
和
正
さ
ん
（
岡
）
よ

り
10
万
円

・
故
菊
地
弘
典
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
菊
地
英
さ
ん
（
小
川
）
よ
り
10
万
円

・
故
八
巻
マ
ス
イ
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
八
巻
房
雄
さ
ん
（
城
内
）
よ
り

10
万
円
／
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
入
館
者

有
志
一
同
よ
り
12
万
３
４
５
円

◎
寄
付

・
各
流
派
新
地
町
お
ど
り
会
よ
り
タ

オ
ル
88
本
／
加
藤
孝
夫
さ
ん
（
中
里
）

よ
り
肌
着
31
枚
／
佐
藤
絹
代
さ
ん

（
富
倉
）
よ
り
紙
お
む
つ
２
袋
／
志
藤

林
さ
ん
（
富
倉
）
よ
り
タ
オ
ル
30
枚

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し
出て下さい。

次
の
と
お
り
環
境
美
化
運
動
を
行

い
ま
す
の
で
、
各
戸
１
人
以
上
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
18
日
�

午
前
６
時
〜
７
時

町
内
全
域
（
道
路
、
河
川
、

公
園
、
海
岸
な
ど
）

�
町
民
課
（
�
内
線
23
）

成
13
年
度
の
掛
け
金
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係
４
５
０
円

・
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
）

８
０
０
円

・
成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
（
野
球
な
ど
）

１，

４
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
奉

仕
活
動
、
指
導
活
動
な
ど
を
行
う
５

人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

高
年
齢
者
共
同
就
業
機
会
創
出
助

成
金
は
、
60
歳
以
上
の
高
年
齢
者
が

３
人
以
上
共
同
で
事
業
を
創
設
し
、

継
続
的
な
就
業
機
会
を
創
出
し
た
場

合
に
、
そ
の
事
業
創
設
に
要
し
た
経

費
に
つ
い
て
一
定
の
範
囲
で
助
成
金

が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
共
同
で

会
社
を
創
業
す
る
高
年
齢
者
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
福
島
県
雇
用
開
発
協
会

（
�
０
２
４
―
５
２
４
―
２
７
３
１
）

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
藤
崎
劇
団
12
人
よ
り
踊
り
／
各
流

派
新
地
町
お
ど
り
会
22
人
よ
り
踊

り
／
駒
ヶ
嶺
保
育
所
26
人
よ
り
豆
ま

き
、
演
劇
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
29

ＪＲ東日本では、「踏切事故」をなくすため、さまざまな施策を実施し
て事故防止に努めております。
「踏切事故０」を目指して、ドライバーや歩行者の皆さんのご協力を

お願いします。

・踏切の前では、必ず一旦停止してください。
（警報が鳴ったら、無理な横断はやめてください）
・踏切の中に車が閉じこめられたときは、そのままゆっくり車を前進さ
せてください。
・踏切で動けなくなったときは、まず、列車を止めてください。

・踏切や線路で遊ぶことは、とても危険なので絶対にやめましょう。
・警報機が鳴ったら、踏切の中には絶対に入ってはいけません。
・遮断機が降りているときは、とても危険なのでくぐってはいけません。

� ＪＲ東日本福島支店
（�０２４－５２２－２０４４）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
平
成
13

年
度
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
、

剣
道
、
空
手
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

１，

２
５
０
円
（
本
部
会

費
２
０
０
円
、
県
登
録
費
６
０
０
円
、

傷
害
保
険
料
４
５
０
円
）

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
や
指
導
者
の
方
が
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
」
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
平

現在、常時10人未満の労働者を使用する商業・保健衛生業・接客
娯楽業の特例措置対象事業場については、週法定労働時間が46時間
と定められていますが、平成13年4月1日から44時間へと変更になり
ます。
これに伴い、厚生労働省では奨励金制度を創出し労働時間短縮に
取り組む特例措置対象事業場が一定の条件を満たした場合に助成を
行うことにしています。積極的な活用をお願いします。
� 相馬労働基準監督署（��４１７５）

回
59
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
８
回
13

人
／
新
地
高
校
１
回
７
人
／
レ
マ
ン

の
会
１
回
３
人
／
漁
協
婦
人
部
１
回

４
人

�福島県トラック協会では、引っ越しシーズンのピ
ークとなる３月、４月の２カ月間「引っ越し相談所」
を開設して、電話などによる引っ越し等の相談に応じ
ています。
引っ越しや引っ越しに伴う様々なサービスについ

て、お困りのことがありましたら、「相談所」へお問
い合せください。
�
月曜日から金曜日までの午前９時から午後４時（フ
ァクシミリでの相談は終日受け付けています）
※引っ越しは、安心・安全な緑ナンバートラックをご
利用ください。
※運送・梱包などの見積書の作成は無料です。トラ
ブル防止のためにも必ず事前に見積もりをしてもら
い、運賃やサービスの内容を確認しましょう。
�
�福島県トラック協会相馬支部
（��３０７０　FAX�３０７１）

◎場所は保健センター

保健センターでは、次のとおり「離乳食相談会」を開催します。
子育て中のお母さん方、お気軽にご参加ください。

� 3月21日�午前9時45分～

� 保健センター

� 離乳食についての相談や調理実習、試食会など
（エプロン、おんぶひもなど用意してください）

� 保健センター（��２０９６）



◆

美
し
き
雪
踏
み
し
め
て
新
世
紀

小
野
ト
メ
ヨ

歯
の
た
た
ぬ
雪
掻
道
具
放
り
を
く

加
藤
　
白
穂

元
旦
や
心
機
一
転
朝
餉
と
る

菅
野
　
二
郎

煮
凝
り
や
ぷ
る
ん
ぷ
る
ん
と
箸
の
先

小
泉
　
　
淑

完
成
の
姿
思
い
つ
毛
糸
編
む

小
泉
　
房
子

一
人
居
の
筧
の
音
と
春
を
待
つ

斎
藤
　
清
子

玄
関
に
去
年
と
同
じ
福
寿
草

斉
藤
と
も
子

峠
路
の
瀧
の
如
く
に
雪
降
れ
る

佐
藤
の
ぶ
お

語
り
か
け
て
素
手
で
雪
掃
く
友
の
墓

佐
藤
　
芳
子

マ
フ
ラ
ー
に
顔
を
埋
め
て
今
朝
の
道

志
茂
　
尚
子

洗
ひ
髪
長
き
を
束
ね
寒
椿

高
橋
　
ト
ク

き
さ
ら
ぎ
や
古
希
が
近
し
と
夫
の
い
ふ

野
地
せ
い
子

汚
れ
た
る
手
を
洗
い
け
り
ざ
ら
め
雪

林
　
よ
し
こ

万
蕾
の
梅
の
か
な
た
の
空
ま
ぶ
し

代
光
　
富
峰

湯
豆
腐
で
家
族
五
人
の
夕
餉
か
な

渡
辺
た
か
を

Ｈｅｌｌｏ Ｓｈｉｎｃｈｉ！
２月１８日は私の誕生日でした。みなさんは知らないでし
ょうが私は２７歳です。寅年でみずがめ座です。ところで血
液型は０型です。
２月には福田と新地小学校を訪れました。福田には何回

も行ってます。そこではとても家庭的に感じます。私はとて
も小学校の子供たちが好きです。彼らは楽しく元気いっぱい
です。中学校とは気分が変えられます。笑い顔があふれてい
る教室に入ることは素晴らしいです。子供たちを見るとき私
も笑わざるをえません。
小学校で他の素晴らしいことは、子供たちが何か新しいこ
とを学ぶことを楽しんでいることです。私は彼らの熱心さと
仕事をたやすくすることを楽しんでいます。子供たちはとて
も好奇心があります。彼らはたくさんの質問をします。時に
は彼らの質問は、大人にとってばかげていて失礼なこともあ
ります。でも私や私の文化にとても興味があるので、質問に
答えることを楽しみにしています。子供たちは本当にコミュ
ニケ－ションをとりたいと思っています。もし私が質問を理
解できなければ、彼らは私が理解するまで違った言葉やジェ
スチャ－で質問を続けます。そのことは大人も学ぶべきこと
です。
子供たちはとても好奇心があります。好奇心は素晴らしい
ものです。あなたがたは何かに興味あるときは、本当に一生
懸命勉強するでしょう。小学生は私と話したがっています。
そして私が言わなければいけないことを一生懸命学ぼうとし
ています。興味があるものに対しては仕事のようには思わな
いでしょう。
私は彼らにとっては初めてなので、子供たちは私や文化に
ついてもっと知りたいと思っています。彼らの自然な好奇心
をのばしてあげたいと思っています。彼らの新しい考えなど
を、できるだけ長く保ちたいと思います。子供たちから何か
を学ぶことができると思います。私にとってレッスンはいつ
も好奇心のあるものです。

Ｓｅｅ　ｙｏｕ！
和訳：尚英中学校　松田勘太先生
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☆
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
新
地
総
合
支
店
の
生
活
課
で
、

家
電
の
販
売
か
ら
冠
婚
葬
祭
ま
で
何
で
も
や

っ
て
い
ま
す
。

☆
車
が
好
き
で
、
休
日
は
よ
く
ド
ラ
イ
ブ
を

し
ま
す
。

☆
仕
事
を
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
時
間
が
あ
っ
た
ら
日
本
一
周
旅

行
し
て
み
た
い
で
す
。

☆
外
見
の
好
み
は
あ
ま
り
な
い
で
す
が
、
フ

ィ
ー
リ
ン
グ
と
か
趣
味
な
ど
か
合
う
人
が
い

い
で
す
ね
。

☆
町
に
も
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
で
き
て
、
町

外
か
ら
も
人
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
全

国
に
売
り
出
せ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、

も
っ
と
賑
わ
う
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
のア

イ
ド
ル よく食べ、よく寝て、元気いっぱいです。最近は

テレビに興味を持って、いつも見ています。このま
ま丈夫に育ってください。

おねえちゃんととても仲良しで、ぬいぐるみやま
まごとあそびをしています。元気で素直な子になっ
てネ。



再生紙使用

�

��

ち

き
ゅう
にやさし

い

■
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
春
の
火
災
予

防
週
間
」
で
す
。
こ
の
時
期
は
強
い
季
節
風
に

よ
り
空
気
が
乾
燥
し
て
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
日
が
続
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の

点
検
な
ど
も
う
一
度
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
。
■
毎
年
、
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
て
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
つ

に
「
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
町
内
各
小
学
校
か
ら
合
計
84
点
の

応
募
が
あ
り
、
ど
の
作
品
も
子
ど
も
た
ち
が
火

災
の
な
い
町
を
願
っ
て
描
い
た
も
の
で
す
。
そ

の
中
の
一
部
（
最
優
秀
賞
１
点
、
金
賞
12
点
）

で
す
が
、
と
て
も
鮮
や
か
な
力
作
を
カ
ラ
ー
で

紹
介
し
て
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
じ
っ
く
り
と

ご
覧
の
う
え
火
災
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

（
晴
）


